
☆☆★★JET BUBBLE-DCのご使用方法★★☆☆
（１）ふたを開ける－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ （５）フタをセットするーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

　　　本体下部に有る4本のツマミをゆるめて下さい。(写真左) 　　　フタは写真右の様に底板のツマミ迄確実にセットして下さい。フタが浮いているとシャボン玉が出なくなります。
　　　フタを開ける時は、ゆっくりと上に上げ、その後モーター側に傾けて、写真右の様にフタを置いていただくと 　　　ツマミは確実に締めて下さい。持ち運ぶ時底が落ち足などにケガをする危険が有ります。

　　　操作がし易くモーターのコードを引っ張らず断線などの故障を防ぎます。 （７）運転ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
（２）電池のセットする  ( アルカリ乾電池をご使用下さい）ーーーーーーーーーーーーーー

　　　本体サイドのスイッチ又は延長コードスイッチ、どちらでも作動します。
　　　電池をセットする時は左写真のようにフタを立てるとセットが容易です。 　　　延長コードスイッチの凸型プラグは本体サイドの凹型プラグに金属が見えなくなるまで確実に差込んで下さい。
　　　電池は(＋)(－)を間違わないようにセットして下さい。 　　　運転は、下記の注意事項をご確認に上、ご使用下さい。
　　　１～２本間違って入れてもモーターは動きますがパワー不足によりシャボン玉は発生しません。
　　　モーター速度が遅かったり動かない場合は、電池が確実にセットされていないか、電池の容量不足です。

　　　再度セットしなおすか、新しい電池に交換してください。 マンガン乾電池がパワー不足になります。
　　　(電池は新しい物と古い物を混ぜて使用しないで下さい。）
（３）シャボン玉液を入れるーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

※回転部分に指等を入れると怪我をする恐れが有りますので、ご注意下さい。
※間違ってシャボン玉液を飲んだ場合、水を飲ませるなどの処置の上、医師の診断をお受け下さい。
※庭でご使用の場合、芝生や植え木の側で長時間使用しますと、シャボン玉液が付着し枯れる恐れが有ります。
※本体を移動する場合は水平の状態でゆっくり移動して下さい。傾けるとシャボン玉液が床にこぼれ危険です。
※本体の汚れが有る場合、ガラスクリーナー等でお拭き下さい。
※モーター･ギヤ･ファーン･差込プラグ等には、水をかけないで下さい。錆びつき動かなくなる事があります。
※本体上部のシャボン玉吹き出し口の上に物を置かないで下さい。
※大理石･フローリング･ガラス･金属･ピータイルなど凹凸が無い床面では

　　　シャボン玉液を入れるときは保存容器から計量カップに移してから一杯だけ(500ml）を機械にセットして下さい。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　長時間使用しますとシャボン玉液によって滑りやすくなりますのでご注意下さい。
（４）試運転をするーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ※ハンドクリーム･油などが付いた指でシャボン玉発生部分を触らないで下さい。

ごく微量のハンドクリームの中の成分や油などでシャボン玉が発生しなくなります。
※その他、ご不明な点がございましたら、お気軽に下記までお問合せ下さい。

　　　シャボン玉発生部のモーターに付いている凸型プラグを本体内部凹型プラグに差込みます。
　　　シャボン玉液を発生部分に馴染まさせるためにフタを開けた状態で ご不明な点がございましたら、お気軽にお問合せ下さい。(10：00～18：00)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スイッチを入れ1分程度羽根を回転させて下さい。 http://www.f-scene.com    info@f-scene.com
　　　その後、フタをして再度スイッチを入れ運転し、シャボン玉が発生か確認して下さい。

アルカリ乾電池をご使用下さい。

　☆★注意事項★☆
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☆☆★★JET BUBBLE-DCのご使用後のお取り扱い方法★★☆☆ ☆☆★★故障かなと思ったら★★☆☆
（１）ふたを開ける－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

※モーター･ファーンが動かない
電池がセットされていない。→電池をセットする。
電池がセットされているが動かない。→(＋)(－)が間違っている可能性が有ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→電池のパワーが落ちています。新しい物と交換して下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→モーター･ギヤが錆びている可能性が有ります。→当社へご連絡下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→断線してる可能性が有ります。→当社へお問合せ下さい。

※ファーンは動いているが羽根が回転しない
シャボン玉発生部分のモーターのプラグが抜けている。→差込んで下さい。

　　　本体下部に有る4本のツマミをゆるめ、フタを開けます。 プラグが差込んでいるが動かない。→モーター内部が錆びている可能性が有ります。→当社へご連絡下さい。
　　　この時、モーターのコードがフタに付いているので引っ張らないように注意して下さい。 プラグが差込んでいるが動かない。→のコードが断線している可能性が有ります。→当社へご連絡下さい。
　　　フタをゆっくりと上に上げ、図のようにモーター側に傾けて、フタを置いていただくと操作がし易く シャボン玉発生部分のモーターが動いているが羽根が回転しない。
　　　モーターのコードを引っ張らず断線などの故障を防ぎます。 　　　　　　　→シャフトがモーターから離れている。→下記の作業をして下さい。

（２）シャボン玉液の保存容器に戻す－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 　　　　　　　→シャフトも回っているが羽根が回らない。→下記の作業をしてゆるめに締めて下さい。
　 　　　　　　　→羽根のシャフトへの固定部分が破損した。→当社へご連絡下さい。

☆★シャボン玉発生部分のモーターとシャフトの固定ネジについて★☆

シャボン玉発生部のモーターに付いている凸型プラグを
　　　　　　　　　　　　　　　　本体内側の凹型プラグから抜いて下さい。
使用後シャボン玉液を保存容器に戻す場合、写真右の様に
　　　　　　　一度計量カップに移してから保存容器に入れてください。
写真上中央の用に直接保存容器に入れようとすると、
シャボン玉液の粘性が高いため大量にシャボン玉液がこぼれます。 振動などにより、モーター及び羽根とシャフトの固定していボルトがゆるみます。
作業は下に雑巾などを引いて作業をすることをお薦めいたします。 外れた場合付属の六角棒スパナでゆるめにお締め下さい。

（３）本体の保管ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

※モーター・ファーンが動いているがシャボン玉が発生しない
フタが正確にセットできない。→シャボン玉発生部分のセットの方向が間違っています。→セットしなおして下さい。
シャボン玉の発生しない。→フタが浮いている可能性が有ります。→正確にセットして下さい。
シャボン玉の発生しない。→電池のパワー不足の可能性が有ります。→新しい電池と交換して下さい。
シャボン玉の発生量が少ない。→電池のパワー不足の可能性が有ります。→新しい電池と交換して下さい。

※羽根の発生部分(バネ)が回ってしまった。
スイッチを入れない状態で指で元の位置に戻してください。

本体を保管する時は、電池を全て電池ケースから抜いて下さい。 ゆるみ過ぎた時は、瞬間接着剤で固定して下さい。出来ない場合は、当社へご連絡下さい。
サビを防止するため、 ※ハンドクリーム･油などが付いた指でシャボン玉発生部分を触らないで下さい。
写真のようにフタを開けた状態で数日間放置し乾燥させて下さい。 ごく微量のハンドクリームの中の成分や油などでシャボン玉が発生しなくなります。
乾燥後段ボール箱に入れる時は、本体下部のネジを確実に締めた後、
　　　　　　　緩衝材などを巻かずに、そのまま箱に入れて保管下さい。
(緩衝材などを巻くと湿気で、
　　　　　　　　　　　　　モーターやギヤなどが錆びる恐れが有ります。)

ＴＥＬ　06-6846-3987　　　ＦＡＸ　06-6846-5200
ご不明な点がございましたら、お気軽にお問合せ下さい。(10：00～18：00)
http://www.f-scene.com   　　　　　 info@f-scene.com
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